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〈 研 究 ノ ー ト〉

ロ シ ア に お け る 家 計 調 査

竹 内 清

1

1905年 の革命までの 帝政 ロシア時代における 家計調査は,も っぱ ら農民
(1)

世帯の家計を対象 とするものであった。1905年 以降1917年 までに,モ スク

ワ,ペ テルブルグ,キ エフ,バ クー,そ の他若干の都市において臨時の労働

者世帯を対象の家計調査が実施されたにす ぎない。

ここでは帝政 ロシア時代における家計調査を概観することにするが,そ の

歴史的な背景 として,革 命前の帝政 ロシア時代における統計機構の発展にま
く　　

ず 眼 を 向 け て み る こ と に し よ う。

帝 政 ロ シ ア 時 代 に は 現 在 の よ うな 全 国 的 に 統 一 され た 中 央 統 計 局 は な か っ

た の で,各 県 な ど で 行 な わ れ た 統 計 調 査 の 結 果 を 全 国 的 な ベ ー ス で 一 本 に 要

約 し ま と め る こ とは 不 可 能 で あ っ た 。 ソ連 に 現 在 の よ うな 全 国 的 な 統 一 の

ソ連 邦 中 央 統 計 局(1{eHTpall}HoeCTaTvaHecKoeYnpaB.1[eHvaeCOeP)が 創 立

され た の は1923年7月 で あ る 。 す な わ ち,1923年7月6日 の 第2回 ソ連 邦

共 産 党 中 央 委 員 会(UHKCCCP)会 議 で 「ソ連 邦 中 央 統 計 局 に つ い て 」(0

(1)A.1イ.E》KOB,Cac〃zeMauMe〃zo∂oaoeu∬1701ca3a〃3θ 泥θ彦Coθe〃zcκoa

C〃lamuc〃zuκu,1965,cTp.309-・326.

(2)こ れに ついては,た とえば,

A.Yezhov,Organt2ationofStatisticsintheU.S.S.R,1967

が最 も適 当であ ろ う。 これ は

A.レ1.E》KOB.0堕2α κπ3α鰭ππCma〃Zllc〃zuκuBCCCP」1967

の英訳 であ る。英訳 本は,E}KOB教 授か ら出版後早 速頂 いたが,露 語本 につ いて

は現在発 注中で あ り,筆 者 の手許 にない ので英訳 本 を参照 す る。
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YeHTpaπbHoeCTaTvacm四ecKHxYfipaPπeHvavaCoro8aCoBeTcuaxCouHa江Kc-

mqecKzxPecny6nvaK)の 決 議 が な さ れ,人 民 委 員 会 議(CHK)と 共 産 党 中

央 委 員 会 幹 部 会 は ソ連 邦 中 央 統 計 局 制 定 の 委 託 を 受 け,1923年7月17日 付

の ソ連 邦 人 民 委 員 会 議 の 法 令 に よ っ て,ソ 連 邦 中 央 統 計 局 は,人 民 委 員 部 の

　ヨ　

資格においてソ連邦人民委員会議により設立されたのである。 したがって,

現在の ようなソ連邦中央統計局は,1917年 の 大十月社会主義革命後数年に

しては じめて設立 されたのである。

帝政 ロシア時代の政府統計は,内 務省付属の中央統計委員会,農 業土地改

良省,商 工省,大 蔵省,鉄 道省の統計部,そ の他の統計機関に よって実施さ

れていた。1811年 に警察省は統計部を組織 したが,こ れは1823年 には内務

省の管轄下におかれ,1852年 には内務省統計委員会 と改称され,ま た1857

年 には中央統計審議会 と改称された。1863年 には内務省は,種 々の統計機

関か らの代表をそのメンバーとして含む ところの統計審議会を作 ったが,こ

の統計審議会は各省間の統計セ ソター的な機能の遂行をその任務 としたが,

各省の統計作業を組織する機関を導入することがで きなかった。

中央統計委員会は,各 県に1つ づつ地方統計委員会を設立 したが,そ の任

務は,県 知事によって 作成 され る年次報告書のための 材料を準備 し,中 央

統計委員会によって与え られた仕事一 主として収穫についての情報の蒐集

一 を遂行 し
,地 方生活の諸問題を研究することであったが,こ れ らの課題

は十分には遂行 されなかった。

中央統計委員会の活動は,そ の設立の趣 旨に反 して,人 口移動統計,収 穫

統計,耕 作面積お よび家畜統計の編纂 ならびに統計年報の出版などのご く限

られた 問題領域に 限定 された。 中央統計委員会の 農民世帯についての唯一

の情報源は,警 察および地方行政機関一 郷の部局や村の長老など一 であ

り,統 計表は郷の係員によって記入 された。軍馬セソサスは,中 央統計委員

(3)∋KoHoMHqec其aH}KH3HbCCCP,1961,cTp.122.
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会に よ り家畜省 と陸軍省 と共 同で実施 された。

農務省は農業統計 の作業を実施 したが,こ れ は村 の地 主,富 農,司 祭,教

師 な どの間 か ら 自発 的 に 協 力す る 報告者を通 して 収穫に関す る 情報 を集め

た。 しか しなが ら,こ の よ うな収 穫 統 計 は,こ れ らの 自発 的 協 力 の報 告 者 が

特 別 の訓練 を受け ていない ことと国内で極端 に偏 った分布を していた ことか

らして,信 頼 度 の高 い もの で は なか った。

人 口統計は西欧諸 国 よ り後れ ていて,最 初 の 国 勢調 査 は1897年 までは 行

なわ れ な か っ た。 これ 以前では,17世 紀後 半 と18世 紀前 半 に 戸 別調 査 が,

主 と して課税 の 目的 で実 施 され たが,こ れ らの人 口調 査 は不 完 全 な ものであ

った。人 口の 自然動態は,正 教 会 を通 して の教 区登 録 簿 へ の登 録に もとつ い

て研究 されたが,こ れ には 出生,死 亡 また は結 婚 につ い ての記 録 がなか った

ので不完全な ものであった。

1900年,1908年 お よび1912年 に は 工 業 セ ンサ ス,ま た1916年 に は農 業

セ ソサ スが行 なわ れ て い る。

ロシアにおけ る統計 では,ゼ ムス トヴ ォ統 計(8eMCKaHCTaTvaCTvaKa)カ ミき

わ め て 重要 な役 割 を果 して い る。ゼ ムス トヴ ォ統計 とは,1870年 代 の は じめ

か ら大 十 月社 会 主 義 革命 までの県(時 と して郡)の ゼ ムス トヴ ォ(地 方 自治

会)に お い て 生 じて い る 経 済 お よび その他 の 社会 生活 の 領域 の統計調査 を
　り

指す 。最初のゼ ムス トヴ ォ統 計調 査は,1871年 に トヴ ェル 県 で,BH.■ 。K-

POEcmdiに よ り,ま た 同 じ くヴ ャ トカ県 で はB.H.3aBon?ftCKIifiに よ って実

施 され て い る。 ゼ ムス トヴ ォ統計は,主 と して課 税 対 象 の 登 録 を確 保 す るた

めに始 まった もので あるが,土 地 お よび不 動 産 は主 た る課 税 源であった。ゼ

ムス トヴ ォ統計 は土地 の評価 か ら出発 した。 ゼ ムス トヴ ォは,農 民 経 済 の主

た る研 究 方 法 と して戸別調査を用 い,農 業 に つ い て の詳細 な統 計 分 析 な らび

に経 済分析を行 な った。

ゼ ムス トヴ ォ統計 の主 な欠点は,統 計調 査 で 用 い られ た グル ー プ分 けが,

(4)CTaTvacTHqecKMfiCπopapb,1965,cTp.157-158.
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ナロー ドニキのプチブル経済理論を背景 としてお り経済学的に正当化 されて

いないこと,ま たゼ ムス トヴ ォは中央で統一 された一定の分析方法な りプロ

グラムに従 っていないので,個 々のゼムス トヴォで一様でな く,し たがって

それぞれの結果を全国的に統一的に要約す ることが不可能であったことであ
(5)
る。

しか しなが ら,ゼ ムス トヴォ統計家に よって蒐集 されたデータは,当 時と

してはかな りの規模の ものに達 し,革 命前の ロシアにおける農民の社会構造

ならびに経済構造に関す る情報源 としては最善なものの1つ である。ゼムス

トヴォ統計の最大の価値は,統 計を編纂する際に払 ったところの注意および

その詳細な点である。特に,要 約表や多重表をた くみに導入 してお り,デ ー

タ処理の点では,現 在の記述統計学 の観点か らみても,き わめてす ぐれた点

をもっている。ゼムス トヴォ統計は,政 府統計 とは対比的に,一一定の訓練を

受けた資格のある専門の統計員か らその第一次データを入手 してお り,デ ー

タの信頼度の点で際立った ものを もっている。

2

デ　ラ

次 に ロ シ ア に お け る 家 計 調 査 の 実 際 を 概 観 し よ う。

ま ず1795年 に モ ス ク ワ で 出 版 さ れ たA・Po3HaToB2KMtiの 書 物 《nponoA-

7KeHvaeHOk::oro3eMlleAe∬eH朋_》(新 ら し い 農 業 の 存 続 …)が 注 目に 値 す

㈲ ゼ ムス トヴォ統 計 に対 す る評 価 な らび に 批 判 に つ い て は,レ ー ニ ソの 諸 著 作 が

きわ め て す ぐれ て い る。 た とえば,

B.レ1.JleHHH,nonHoeCo6paHHeCoqHHeHH∬,ToM3

(Pa3BHTHeKanHTaJIH3MaBPoccHH,18991,19082)

こ の 日本 語訳 「ロ シ アに お け る資 本 主 義 の発 展 」 は,何 種 類 か 出版 され て い る。

ただ し訳 語 に つ い て は 注 意 す べ き 点 の あ る こ とを 忘 れ て は な らな い で あ ろ う。

(6)ロ シア に お け る家 計 調 査 を 知 るに は 次 の文 献 が 参 考 に な る。

A.レ1.E}KoB,CucmeMaaMe〃20∂020eafl170κ α3α〃184θ彦CoBe〃lcκo彦

C〃2a〃2ac〃zaκa,1965,cTp.309-326.

B.KpbπoB,``OnpMeHeHHHBH60poqHoroMeToAaB3eMcKo直cTaTHc-

THKe,Bec〃zκuκCma〃2uc〃zaκza,♪fO-6.1955,cTp.53-64.

H.MaTK)xa,C.noeTHHKoB,B.CaMo伽oP,``H31・lcTpoHHcTaTHcTHKH*
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る。 ここでは農家の構造,輪 作や労働の組織に関す る実際的な助言 とともに
(7)

農 家 の 収 支 に 関 す る計 算 デ ー タが 引 用 さ れ て い る。

次 に1801年 に ペ テ ル ブル グ で 出 版 のH.c.3axapoBの 書 物 《YcaAb6H

vallHHoBblitcnoco6cenvaTbKpecTbflHKco6vapaTbcHMxgoMelllvaqMtiAoxoA》

(付 属 地,す な わ ち,農 民 を 定 着 さ せ,彼 等 の 地 主 か ら収 入 を 集 め る 新 ら し

い 方 法)で は,農 家 の 家 計 に つ い て 貨 幣 表 現 と現 物 表 現 で の 収 支 に つ い て の

くの

計算デ ータが 引用 されてい る。

1846年 に 出版 の 几rL?KypaBcKvatiロ シ アで は じめ て住 民 の家 計 研 究

の 必要性 に注意 を向けた ナ ロe-・ドニキ の著 作 《06HCToqHvaKaxHynOT-

pe6AeHHHcTaTHcTHqecKvaxcBeAeHUIi》(統 計情 報 の源 泉 と使用 に つ い て)で

は,種 々の所 得 水 準 を もった 中流 階 級 と下級階級 の2つ の クラ スの 家計 に つ

い て の 計 算 デ ータを引用 し,そ れ らの 支 出構 造 が 解 明 され た 。1>IKypaBCKvati

は,種 々の ク ラス の家 計 デ ー タを作 成 して比較す る ことが必要 だ と考 えた。

彼は また統計 デ ータの蒐集 と利 用,そ れ に つ い て の批 判 的 評価 な らびにデ ー

タの確実性 と信頼度を高め るための機関 を設立す るこ とが必要 だ と考 え,そ
くの

れについての一連の有意義 な考えを述べている。

1870年 代に最初の 農家家計調査が 次の表にかかげる 諸県でそれぞれ独立
(10)

に実施 された。

*6K)A>KeToBHaceneHHflBCCCP,"BecmHaκC〃za〃zac〃zuκu,N97,

1958,CTP.37-50.

H.月.MaTK)xa,C.B.nocTHHKoB,B.A.CaMo漸 πoB,``CTaTHcTHKa6Io双 一

>KerOBHaCeπeH朋,"〃C〃ZOpaflCOBe〃ZCκOdiTOCy∂apCmBeHκOa

C〃za〃zuc〃zaκu,1960,cTp.297-316.

H.分.MaTloxa,CmamucmuKaβ ρ∂ovtemoBHacezaeHafi,1967,

こ の 外,上 掲 の レー ニ ン の 諸 著 作 も参 考 に な る 。

(7)た と え ば,H.兄MaTK)xa,C.B.1'locTHHKoB,B.A.CaMo伽oB,TaM}Ke,

cTp.297,ま た はH.兄MaTioxa,TaM》Ke,cTp.152-153.参 照 。

(8)た と え ば,M.兄MaTK)xa,C.B.HocTHHKoB,B.A.CaMoiπoB,TaM》Ke,

cTp.297,ま た はH.9.MaTκ[xa,TaM》Ke,cTp.153,参 照 。

(9)た と え ば,H.兄MaTK)xa,C.B.nocTHHKoB,B.A.CaMo加oB,TaM》Ke,

cTp.297-298,ま た はM.H.MaTioxa,TaM》Ke,cTp.153-154,参 照 。

⑩H.fi・MaTioxa,TaM》Ke,か ら 作 成 。
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1870年 代における最初の農家家計調査

農家家計調査実施の県 調 査 実 施 者

サ マ

チ ェ ル

ヘ ル

ニ ジ ェ

ヒ ョ

ソ

ゴ

ル

ル 県

ゴ フ 県

ソ 県

ロ ド 県

ム 県

E.H.AHyqHH

A.A.PycOB

T.レ1.Oca双qH

A.B.KaPTOB

r.1>1.MaHOXViH

これ らの 調 査は 調査の規模 は 小 さか ったが(た とえ ば,ヒ コル ム県 で の

MaHoxvaHの 調 査 は18の 農 家 を対 象 と した),比 較 的 よ く行 なわ れ た調 査 の

部 類 に 属す る。 また最初 の 農家家計調査のなかで,1877年 に リ ャザ ソ県 で

H.H.CeMeHOBに よ って行 なわ れ た もの は興 味 の ある ものであ る。

帝政 ロシア時代 の農家家計の統計の発達 においてゼムス トヴ ォ統計 は きわ

めて大 きな貢献 を してい る。

広範囲にわた る農家家計の抽 出調 査は,ヴ ォ ローネ ジ県 の ゼ ム ス トヴ ォ統
　ほ　

計家に よっては じめて行 なわれた。す なわ ち,

1885年24家 計

1886-87年67家 計

1887-96年230家 計

の農家家計調査 を実施 した。彼等 は調査の方法論的諸 問題 の研究 に大 きな前

進 を示 し,ゼ ム ス トヴ ォの家 計 統 計 に大 きな影響 を与 えた。 しか しなが ら,

Φ.A.[[Lep6vaHaそ の他 の ボ ローネ ジ 県 の ゼ ムス トヴ ォ統計家はナ 戸一 ドニ

キの立場 に 立 ってお り,経 済理 論 的 な面 で はB.H.JleHHHの 強 い批 判 を受

け て い る。

1870年 代 の初 めか ら1918年 まで の時 代 に,ゼ ムス トヴ ォ統 計 家 は11,500

以上 の 農家 の家 計 調 査 を実 施 した 。主な ものを表に ま とめ る と次 の よ うに な

(11)H.分,MaTK)xa,TaM》Ke,cTp.156.
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(12)

る 。

ゼムス トヴォ統計のおもな農家家計調査

調 査 時 期 調 査 の 県 調査家計数

1887-1896年

1896-1897

1897

1899-1901

1900

1910

1911-1914

県

県

方

県

県

県

県

ジ

地

ガ

カ

フ

ネ

ル

ミ

ラ

一

【

カ

ト

コ

ロ

イ

ル

ウ

ル

ヤ

リ

オ

パ

ヴ

カ

後

ペ

ヴ

ハ

ト

230

2,417

885

666

1,987

277

655

ヴ ォローネジ県 のゼムス トヴ ォ統計家は,農 家 の家 計調 査 に つ い て の詳 細

な プ ログラムをは じめて作成 した。 ヴ ォローネジ県におけ る家計調査の プ ロ
くゆ

グ ラ ム は 質 問 を1,000以 上 含 ん で い た 。 す な わ ち,

(1)性 別,年 令,教 育 お よび 職 業 別 の 世 帯 構 成 に つ い て,

(2)労 働 力 の 雇 用 に つ い て,

③ 農 家 に お け る恒 産 の 内 容 と価 値 に つ い て,

(4)土 地 所 有 とそ れ に 関 係 した 種 々 の 支 払,付 属 地 別 の 分 与 地 の 配 分 に つ

い て,

(5)農 作 と菜 園 栽 培 に つ い て,

⑥ 家 畜,生 産 物,飼 料 そ の 他 の 価 値 の 年 間 取 引 に つ い て,

(7)家 畜 の 生 産 力 に つ い て,

(8)食 料 品 と非 食 料 品 の 消 費 に つ い て,

(9)年 初 と年 末 に お け る農 家 の 貯 蔵 品,借 金,未 納 金 な ど に つ い て,

調 査 が 典 型 農 家 に つ い て 行 な わ れ た 。

1887年 か ら1896年 に か け て の ヴ ォ ロ ー ネ ジ 県 の ゼ ム ス トヴ ォ統 計 家 は,

働 た と え ぽ,H.H.MaTK)xa,CB.nocTHHKoB,B.A.CaMo勘oB,TaM}Ke,

CTP.300.

(1iうH・兄・1>SaTK)xa,TaM)Ke,cTp.165.
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300の くく典 型 的 》 農 家 を 抽 出 した が,そ の中230の 農 家 家計 につ い て の デ ー

タが整 理,作 成 され た 。上 記 の プ ログ ラ ムには,種 々の仕事 に 対 す る農 家 の

労 働 支 出 を解 明す る諸 問題が欠けてい るのが欠陥であ ったが,他 の 県 の ゼ ム

ス トヴ ォ統 計 の農 家 の家計調 査 プログ ラムに大 きな影響 を与 えた。

ヴ ォローネジ県のゼ ムス トヴ ォ統計家は,農 家 を 富 農,中 農,貧 農 とい っ

た社 会 的 形 態 に よって ではな くて,分 与地 の 量 とい った標 識 に よっ てグル ー

プ分けを行 なった。分与地の量 とい う標識は,農 民 層 の分 解 や そ の典 型 化 を

特徴 づけ るものでは ない と して,J【eHnHに よっ て も批判 され て い る。 また 典

型 農家 の抽出に当 っては,多 くの場 合,家 長 が 自分 の収 入 や 支 出 につ いて情

報 を与 え ることので きる ような農家 で最初にぶつか った ものが抽 出 されたの

で,調 査 結 果 は 上 方 へ の 偏 りを もつ ことにな ろ う。皿ep6nHa自 身 も,24の

典 型 的農 家 に関 して導 き 出 され た平均 お よび パーセ ン トは,あ らゆ る場 合 に

郡 につ い ての 平均 お よびパ ーセ ソ トよ り大 きい ことを認 めている。

次 にゼ ムス トヴ ォ統計 が農家家計調査において用 いた農家 の抽 出法をみて

み よ う。

農家 の抽 出に当 って機械的抽 出法(MexaHvaqeCKmbOT60p)こ れ を わ れ

わ れ の現 在 の用 語 で表 わせ ぽ系統 抽出法一 が ゼムス トヴ ォ統計 では じめ て

用 い られた のは,1896年 に カル ーtガ県 の カ ジ ョr-一一ル郡 で ゼ ムス トヴ ォ統 計

家 のA.BHe皿exOHOBに よ って 実 施 され た もので あ る(そ の後 そ の他 の郡
く　め

でも実施 された)。 すなわち,カ ルーガ県の2,400以 上の農家 これは全

体の農家の5%以 上に当 る一 が,農 家の全体の 名簿か ら10の 抽出間隔で

系統的に村落ごとに抽出された。カル ーガ県の統計家は,は じめて農家にお

ける農業生産の部門別労働支出や労働の種類についての研究に関する問題を

提起 した。 ところで調査の設計の段階でこの ように系統抽出法によって農家

の抽出を考えた として も,実 地の段階では 自発的協力農家で抽出農家を置き

⑳ た とえ ば.H』.瓢aTK)xa,TaM》Ke,cTp.159、 お よ びB.KpbmoB,TaM》Ke,

CTP.60を 参 照 。
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かえた りしたので,種 々のタイプの農家のバランスが破 られた。なお当時に

おいては現在 と比較す ると標本調査理論ない し系統抽出法に関する理論的水

準が格段に低いことを考えると,系 統抽出法におけるランダム ・スター トの

保証 とか抽出農家の確保 といった問題が調査員 自体どれほど認識 していたか

は疑問であるが,い まか らすでに70年 以上前に系統抽出の アイデ ィアが実

際の抽出調査に適用されたのは高 く評価 してよい。前記のICPHXOBも,カ ル

ーガ県では じめて適用された系統抽出法が,そ の後の ロシアおよびソ連にお

ける科学的な抽出調査あるいは標本調査の発展に大 きく貢献 した ことを高 く

評価 している。

ヴォーログダ県 の ゼムス ト,ヴォ統計は,1903-1911年 の農家家計調査に

際 しては,農 家の戸別調査の資料に もとついて 曳典型的〉農家の抽出を実施
ロの

した。 ヴ ォー ログ ダ県の ゼムス トヴ ォ統計家は,全 般 的 な農 家 戸 別 調 査 の資

料 を も とに して,家 計調 査 の結 果 と して得 られ た,世 帯 の規 模,世 帯 に おけ

る就 業 率,播 種 に つ い て の世 帯 グル ー プ,家 畜 の確 保 な ど一 連 の標 識 に 関 し

て,抽 出 され た 農 家 の集 団 を全 体 の農家集団 と比較 して,家 計 調 査 の結 果 の

代 表 性 をチ ェ ック した。 この点,調 査 デ ー タの処 理,分 析 の仕 方 と して は き

わ め て す ぐれてお り,現 在 に お い て も参 考 に な る点 が 少 な くない。

1911年 か ら1914年 に か け て トゥラ県 で の 農 家 の家 計 の抽 出調 査に当 って

(t6)

は,H.H.fiomOBの 指 導 の も とに 《典 型 的 ・〉農 家 の比例 抽出が行 なわれ た。

1911年 の調 査 で は,経 済状 態 につ い て 貧 農,中 農,富 農 とい った 典 型 的 農

家 が 抽 出 された。1912-1914年 の調 査 で は,種 々の副 業 に よる農民 の仕 事,

す なわ ち,出 稼 ぎ,地 方 的 副業 お よび家 内工 業 な どの標識が若干拡大追加 さ

れた。全体 の農家集 団におけ る 《典型的 ウ農家の種 々の グル ープの割合に も

とつ いて,調 査 に必 要 な農 家 数 が比 例 抽 出 され た。

ペ ソザ県では多段 抽出法に よって農家家計調査が行 なわれた点は注 目に値

(1句 レLSI・MaTK)xa,TaM>Ke,cTp.159-160.

a6)H.ヌLMaTK〕xa,TaM》Ke,cTp.160-161.
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(1り

する。すなわち,最 初は,圧 縮 された形で農家のすべての基本的な要素を特

徴づけているところのいわゆる 《圧縮 された》農家カー ドによって全般的な

戸別調査が行なわれ,次 に3番 目ごとの農家が,よ り十分ないわゆる 《簡略

な》カード 圧縮 されたカー ドのすべての問題および世帯員の年令,役 畜

と農器具の装備についてのデータをその中に含んでいる一 に よって調査さ

れた。次に9番 目ごとの農家が,さ らにより十分な 《詳細な》カード こ

こでは圧縮 された カードと簡略なカードのすべての問題が理解 され,役 畜,

農器具,建 築物の価値についての問題が現われ,収 穫,労 働力の雇用への支

出が計算 される に よって調査 される。次に27番 目ごとの農家が,《 特別

の》カード ここでは上述以外に農産物の販売 と購買,そ れに家畜の取引

についての問題が含まれ る に よって調査 される。家計の記録は農家のす

べての生産 と消費に関するデータを含んでいた。

ペ ンザ県のゼムス トヴォ統計家は ,抽 出された ぐ典型的》農家の家計デー

タを全体的な農家の戸別調査の結果 と関連づけて,抽 出された農家集団の代

表性を保証するように した。ペンザ県の統計家は,抽 出観察のすべての段階

で系統抽出法を適用 した。ペ ンザ県の家計調査は,調 査が詳細にわたってい

る点で 特色があったが,そ のプログラムは,農 家の歴史,世 帯の成人の構

成,土 地所有 と土地利用,畑 作や輪作の制度,副 業の仕事,農 業における労

働,労 働力の雇用,物 的価値の取引,貨 幣な らびに現物での収入支出業務を

明 らかにする約50の 表を含んでいた。JleHMHは ペ ンザ県の統計家の価格査
(Is)

定 の 統 計 調 査 プ ロ グ ラ ム を 高 く評 価 し て い る。

次 に 注 目す べ き 点 は,ヴ ォ ー ロ グ ダ 県 に お け る 農 家 家 計 調 査 プ ロ グ ラ ム

で,大 人1人 を 基 準 と して,年 令 や 性 に よ っ て 種 々 の 消 費 者 の 消 費 単 位 が 作

成 され た こ とで あ る 。18-59才 の 成 年 男 子 の 消 費 単 位 を1と して,他 の 世

(IVた とえぽ,B.KpbinoB,TaM}Ke,.CTp.61-62,お よびH.9.MaTioxa,TaM

>Ke,CTP.162-163参 照 。

(ISB.14.JleHHH,nonH.Co6P.Coq.,T.24,cTp.275-276.
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く　　　

帯員の消費単位の係数が作成 された。

1-6才 まで の子 供

7-13才 まで の子 供

14-17才 まで の子 供

16-54才 の女 性

55才 以上 の女 性

60才 以上 の男 性

0,3

0.5

0.8

0.8

0.6

0.80

一183-一 一

これ らの係数 はか な り主観 的な評価 で作成 され たが,こ の よ うな係 数 は,

世 帯 に おけ る食 料 品 の実 際 の 消費 についてのデ ータを分析す る際 にゼ ムス ト

ヴ ォ統計家に よって広 く利 用 され た。

B.H.」 【eH胚Hは,ゼ ムス トヴ ォ統 計家 は ナ ロー ドニキ理論 を背景 として平

均値 や グル ープ分け の方法を誤 って利用 し,農 家 戸 別 調査 や 家 計 調 査 の デ ー

タを誤 って分析 した,と 批 判 して い る。

JleHvaHは,1886年 か ら1887年 の間 に ヴ ォローネ ジ県 の ゼ ム リャンス ク

郡,ザ ドソス ク郡,コ ロ トヤ ク郡,ニ ジ ネデ ヴ ィ ック郡 で 土 地 所 有 老につい

ての価格査定調査報告書 に つけ加 え られ た67の 家 計 か ら,役 畜 の確 保 とい

う社 会 的形 態 に 関 す る 標識に よって66の 農家 家計 の グル ー プ分 け の変 更 を
　　 ラ

行ない正 しい経済分析を行なった。

3

革命前のロシアでは,工 業労働者世帯の家計については臨時的な抽出調査
く　り

が6回 行 なわれ た だ け で あ る。H.fl.MaTrexaの ま とめ て い る表 な らび に叙
(22)

述 を ま と め る と 次 の よ う に な る ρ

(19》1/1.分.MaTioxa,TaM》Ke,cTp.167,

⑳B.レ1.JleHHH,nonH.Co6P.Coq.,T.3,cTp.141.

⑳ レ1.SI.IVSaTK)xa,C.B,nocTHHKOB,B.A.CaMo伽op,TaM)Ke,CTp,301-302,

お よ びH.兄.MaTK)xa,TaM》Ke,cTp.174-183.

佗2}レL分.MaTioxa,TaM}Ke,cTp.175.
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労働者家計調査 の種類

1.ペ テ ル ブ ル グの工 場 労 働 者

(1907-一一一1908年 の調 査)

2.ペ テ ル ブル グの紡 織 工

(1908年 の調 査)

3.ヴ ォ ガ ロ ドの紡 織 工

(1909年 の調 査)

4.パ ク ーの 石 油工 業 労 働 者

(1910年 の調 査)

5.セ レダ ー の紡 織 工

(1911年 の調 査)

6.キ エ フの 手工 業 者 と工 場 労働 者

(1913年 の調 査)

　

調査ざその中

れた家有 効

計総数家計数

者導指査調

中のぞ

身
者
計
働
独
労
家

持
の
者
計

帯

働

世
ち
労
家

1,。1657。1、 。,

5「41

324340

2,339

20

750

2.244・1

1,1
5721

27

241

578

18

252

263

14

83

666
,
1

0

320

C.H.npOKonOB四

M.H.,LiaBliAOB四

H.M.田anomHHKOB

A.M.CTOilOHH

B.rl.rOPHUKHB

r.HayMOB

総 十二=
ロ 4・51513・76gi1・423i2・3461

これ らの家計調査では,種 々の職 業 の労 働者 の物 質 的 な らびに文 化的生活

水準 につ いての デ ータを 得 るこ とを 目標 と したが,バ ク ーで の場 合 を 除 い

て,若 干 の 県で は 調 査数 が少 な いた め に,十 分 目的 を達 成 で きなか った。

1907-1908年 のC.H.IlpoKolloPvaqの ペ テル ブル グの工 場 労 働 者 の 家 計調

査はア ソケー ト調査法に よって実施 されたが,資 料 の作 成 に際 して家 計 は世

帯 収 入 額,借 家 の タイ プ,村 との家 族 関 係 に 関 して グル ー プ分け された。 こ

の調査 プ ログラムでは,食 事 の 内容 や 衣 服,履 物,帽 子,下 着 類 や 家 具 な ど

の非 食 料 工 業 品 についての質 問が なか った のは1つ の大 きな欠 陥 で あ った 。

な お この調査結果は,た とえ ぽ,平 均 賃金 に つ い て は上 方 へ の偏 りを もって

いた。 すなわ ち,1908年 当 時,ペ テル ブル グの労 働 者 の1年 間 の平均 賃 金

は312ル ー ブル で あ るの に,こ の調 査 の結 果 と して は約472ル ー ブル と出て

きて お り,実 際 よ りも1.5倍 も高 い結 果 とな って い る。

1908年 のM.,ILaBnAOBMqに よる ペ テル ブル グに おけ る紡織 工 の家計調査

(23)

は特別の記録係を活用 して実施された。 この調査で,労 働者の食事や住宅条

㈱H.只.MaTK)xa,C.B.nocTHHKoB,B.A.CaMo藪 。πoB,TaM)Ke,cTp.301-302.
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件についての広汎な記述 された材料が得 られた。 ここでは世帯は,父 と母が

働いている,母 が働いていない,母 だけ(父 のない家庭)が 働いている,と

い う標識でグループ分けされた。 この調査は 調査数は 少なかったが,C.H・

npOKonOB四 のペテルブルグの 労働者の家計調査よりもペテル ブルグの紡織

工の物質的状態をより正 しく特徴づけるものであった。 これはアンケー ト法

と特別の記録係に よる調査法の質の差に由来す るものである。

1909年 のH.M.Mauo皿HvaKOBに よるモスクワ県ボゴロド郡の紡織工の家

計調査では,30種 類の職業の340の 家計が 抽出されたが,調 査の組織に際

して,読 み書 きができて自分の収入 と支出について情報を伝えることのでき

る労働者世帯が抽出されたので,い わゆる典型的世帯が抽出されなかった。

ここでは労働者の職業,世 帯の大 きさ,世 帯の支出額によってグル ープ分け

が行なわれたが,家 計に関する情報は世帯員に対する質問で集められた。こ

の調査では労働者の賃金 と副収入源,種 々の食料品の世帯における消費,衣

服,履 物,光 熱に対する支出,そ れに文化教養費に関する詳細なデータが得

られた偶

1910年 にA.M.CTollaHIIの 指導のもとに行なわれた・》 ・一一の石油工業労

働者の家計調査は注 目に値する。 この調査は特別の記録員に よって世帯に対

する質問法で行なわれた。この家計調査に先行 して,生 産,職 業,民 族,家

族構成や賃金に関する労働者の数量的な相互関係についての統計データが詳

細に研究され,こ れに もとついて,労 働者世帯の抽出に当っては,種 々の民

族,職 業,年 収の大 きさ別のグループ,家 族状態,そ の他の標識に関 して世

帯が比例的に 表われるように 企図 された。 世帯構成,住 宅条件,収 入,支

出,1年 間または最近月の食料について特別の記録員が質問する方式で家計

が作成 された。

パクーでの2,339の 石油工業労働者の家計は,全 石油工業労働者の5.7%

に当 り,こ の調査では 抽出された集団の 代表性がかな りの 程度に保証 され

た。たとえば,石 油工業労働者の年平均賃金が431ル ーブルであるのに,調
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査 の結 果 は452ル ー ブル で あ り,ま た基 本 賃金 は そ れ ぞれ332.4ル ーブル と

333.3ル ー ブル とい った具 合 で あ る。

1911年 に お け るセ レダ ーの紡 織 工 の 家計 調 査 では,B.1■Ir'opvanKlltiは,

労 働 者 の賃 金,勘 定簿 の情 報 な どを利 用 した が,成 員1人 当 り年 収 額 と世 帯

員 の1ヵ 月の 賃金 額 を特 徴 づ け て い る標 識で,家 計 を グル ー プ分 け した。 こ

の方 法 は,世 帯 の収 入 と支 出に つ い ての情 報 の確実性 と充実性 の面 です ぐれ

た ものを もっている。

1913年 のPHayMeBの 指 導 に よ るキ エ フの手 工業 者 と工場労働者 の家計

調査には職人が大多数 を占めていたが,専 門 の記 録 員 が労 働 者 の世 帯 員 に直

接質問 して調査が行 なわれた。家 族状態,民 族,住 宅条 件,支 出額 を 特徴 づ

け て い る標 識 に関 して家計 が グル ープ分け され た。

4

以上 ロシアにおける農家および労働者を対象の家計調査を概観 したが,調

査対象の抽出に当って利用 された抽出法で,現 在の標本抽出法の立場か ら興

味のあるのは,す でに触れたように,カ ルーガ県では じめて適用 された系統

抽出法である。すでに述べたように,抽 出された集団の代表性を確保するた

めに系統抽出のアイデ ィアを実際に適用 したのは,き わめてす ぐれた方策で

ある。

ゼムス トヴ ォ統計では,抽 出された集団の代表性を確保す ることの必要性

を認識 し,比 例抽出法の考え方を実際に適用 し,農 家家計調査の結果を種 々

の標識に関 して全体的な農家戸別調査と比較 し,分 析結果の妥当性に多大の

注意を払っているのは,現 在でも大いに参考にすべ き点である。またペ ンザ

県で適用された多段抽出の方法 も当時 としてはきわめて斬新であったが,そ

の後 ロシアにおいては このアイデ ィアはほ とんど活用 されなかったよ うであ

る。

抽出された集団の代表性を 保証す るために,《 典型的》農家を抽出し,特
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定の標識に関 して 全体の集団における 分布が 再現 されるように 企図された

が,現 在の標本調査理論か らす ると,当 時の典型的農家の抽出に当 っては層

別無作為抽出が行なわれたのではないので,こ のような調査結果を全体にま

で拡大解釈する場合には,ケ ース ・スタデ ィ的な見地か らの分析,解 釈は よ

いであろうが,調 査結果の解釈に当っては大 きな制約のあることを忘れては

な らないであろ う 調査数の少ない場;}に は特にそ うである。

次に実際の調査方式としては,当 時としては専門の調査員な り記録員を派

遣 して調査対象に直接質問して調査するところのいわゆる調査員派遣法 とア

ンケー ト調査法が主なものである。

当時のロシアの文盲率の高 さを考慮 した場合,一 般の調査は調査員派遣法

が唯一の調査方式 といえよう。アンケー ト調査法では,読 み書 きのできる世

帯または人が対象 となるので調査対象はごく限 られた ものになるし,全 体の

代表性の点では著 しく劣った ものになるであろ う。また回収率の面あるいは

調査表の確実性な り信頼度の面で多 くの欠陥を もつことになるであろ う。

調査員派遣法では,調 査員な り記録員が 一定の専門的な 訓練を受けてお

り,第 一一次データの質はアンケー ト法に比べて格段に高いものとなる。ただ
く　り

し,こ のような調査員派遣法で も次のような重要な欠点が内在 している。す

なわち,第1に,そ れは家計の指標の正確 さを保証 しない。 とい うのは,農

民には記憶に よって統計員のあ らゆる質問に,し か もなお年間にわたっての

正確な回答を与 えることは難 しかったので,家 計の指標は大部分,標 準的な

ものであったことである。第2に,調 査を実行 し年間の家計を作成するため

には,当 時の政府が管理のために資料を利用できなかった ことか らして,長

い期間が必要 とされたことである。

なお統計員は,家 計については,そ れが構成 された後に,技 術的な らびに

論理的な管理法によってその正確を点検 していた。.

⑳A.レLE}KoB,TaM》Ke,cTp.309-310.
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いずれに しても,帝 政 ロシア時代の家計調査は,他 の西欧諸国に比べても
く　

かな り先進的な性格をもってお り,特 にゼムス トヴォ統計が ロシアおよびソ

連の家計調査の発展の歴史の中で果 した役割はきわめて大き く,た とえ欠陥

を少なか らず もっているとはいえ,そ の積極的な貢献は高 く評価 してよいで

あ ろ う。

㈲ わが国で内閣統計局によって実施された最初の本格的な家計調査(家 計簿記入
　

式 に よる)は 大 正15年(1926年)で あ り,そ れ 以前の家計調査 は,ロ シアにお

け る家計 調査 に比 べかな り立 ち遅れ てい た ことを注意 して お こ う。




